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群馬県多野郡上野村から産出した

後期更新世U汚"sα'℃加s (ヒグマ)イヒ石

宮崎重雄難』 島崎幾夫*2神崎哲男*3

狭く，通行困難なままになっていたため，地元の人た

ちによる拡I隔作業が行なわれ，その時，本報告の骨類

の出土があったと言われている。

ひα沌加sは，現代ではヨーロッパ，北部ツンドラ，

南部の半島を除くアジア，アメリカ西部からメキシコ

南部までの広大な地域を生息レンジにしている。出現

したのは中期更新世で，中国周口店の約50万年前の地

層から産出している(Pei,1934jKurten,1968)。 日

本でも，山口県秋吉台の下部伊佐層から中期更新世の

ひα沈勿sの化石が知られており （鹿間・高橘， 1949；

ShikamaandOkafuji, 1958),栃木県葛生町の下部

葛生層からもこの頃の「ヒグマ」の化石が記録されて

いる(直良， 1944)。中期更新世にはすでに大陸から渡

I はじめに

UiszMs"℃tos (ヒグマ）の化石を産出したのは，群
おつち なかごしざわ おいぬ

馬県多野郡上野村大字乙父字中越沢にある生犬穴であ

る(第1図)。古来，この洞穴は現在の洞口部にある小

洞のみしか知られていなかった力訂， 1915年（大正4

年)，地元の青年たちによって洞内の探検が行われ,洞

穴はさらに奥まで続いていることが分かった（第2

図)。その際，現在｢生犬の餌場｣， 「白骨の捨場」と呼

ばれている所で多量の骨が発見され，洞外に持ち出さ

れ， しばらく保管されていたが，今ではすべて散逸し

てしまって， どのような動物種から成っていたかは不

明である。

その後も，新たに発見された奥の洞穴へ通じる道は

樫の田へ

第1図化石産出地点（地形図は国土地理院発行の5

万分の1 「万場」・「十石峠」を使用した｡）
第2図生犬穴主体部平面図(多野･藤岡地方誌、 1976

を改変）
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第1表日本列島産［乃智"s属化石一覧

標本 産出地 時代 ｜ 産出層 ｜ 産出部位 文 献
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鱗:鵜鰯 驍鋤$%識阜錨叩串能
〃I雌F…

"aZﾉ役”以ダ

〃X勉夕Sp，

〃3"Sp．

〃“Sp，

"MWSp.

〃”，〃Z”ダ

"1JW,S0．

栃木県安賢認I噌生晩

栃木県安蔵剛噌生町b

栃木県安鷲訓鴫生雌

栃木県安鷺認應注町d

栃木県安篭認鰐生町e

栃木県安鷺潮篤生町『

長野県信獅H畷尻湖

群馬県桐生市梅田町

２
ｌ
３
－
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
｜
州

後期更新世

更新世

幽便新世

中期更新世？

中艸痩新世？

中後期亜鯏世

後眺謬刑阯

鍵M便新世

上部葛生層 右下顎骨 SI1il(ama (1949) 、長谷川(1979)

葛生届 犬歯 Tomida&Sakura (1988)

上部葛生屑 直良（1954）

下部葛生暦？ 直良（1944）

下部葛生屑？ 左}顎犬歯 直良（1954）

下上部葛生屑 Shikama (1949)

下部野尻湖層右筧滑 野尻湖発掘調査団（1975）

上顎第1・下顎2後臼歯不動穴発掘調査団(1973）

〃3泓夕〃r”j， 群馬県多轆I上野村 後ﾘﾘ便新世
鱗:鰡翰栂 本報告
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澱;蕊I顎犬歯､体 富田（1978）
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〃:MFSp． ｜岐阜蝿il上郡八赫町 ｜後期更新世 踊骨、椎骨 大坪（1984）

〃:雌夕Sp 広島県神石郡神石町
製甥雛前 感醗､職下曹 河村（1980.1981）
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山口県阿恥J姓雲
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》
岬

下部伊佐屑
一

上部伊岱掴

右下顎骨

右上腿骨､右尺骨

鯛･識(1949)､ShiI(ana&0kafuji (1958)

Shikama&Okafuji(1958)

長谷川（1966）

来して棲みついていたことが分かる。後期更新世にな

ると日本各地に分布を広げ， これまでひα沌勿sの化

石の産出.している地域は本州以南で，中期更新世・後

期更新世を合わせると16か所を数えることができる

(第1表)。

本標本は，国内産としては最も保存良好で， 1個体

としての部位数も多く，更新世のU:"℃"s化石の形

態を知る上できわめて有効な資料である。

大島道男教育長をはじめとする上野村教育委員会の

方々には本研究に関する全面的なご理解とご協力をい

ただいた。現生標本との比較の際には，横浜国立大学

の長谷川善和教授，東京農業大学の吉行瑞子博士，国

立科学博物館の小野慶一氏(当時)，東北新幹線中里遺

跡調査会の野苅家宏氏・和光高等学校の大沢進氏に

便宜を計っていただいた。日本大学松戸歯学部の三島

弘幸氏にば，写真撮影などで，群馬県桐生市の出井歯

科医院には歯の病理について，御教示をいただいた。

以上の方々には， ここに記して深謝の意を表する次第

である。

標高は約1000mで，洞口部のすぐ前を流れる中越沢と

洞口部との比高は40mである。洞穴の総延長は970m,

奥行451m,洞内の最低部と洞口との比高は32mである

(多野藤岡地方誌編集委員会， 1976)。

u”℃加sの化石が産出したとされる洞口部の小洞

は，洞床部の面猿が約12m2で，洞床堆積物がきわめて

薄い表土と褐色含礫粘土層で構成されている。洞壁に

は，洞穴の奥に向かって19｡で下降するノッチがあり，

洞床而とは約30°の角度をもって交わっている。このこ

とは，かってかなりの勢いの水流が洞内にあったこと

を示しているが，それは，洞床堆積物堆積以前の洞穴

形成時のことである。

本標本は，洞床堆積物の表面から70cm以内の褐色

含礫粘土層に含まれていたことが，化石産出時に掘り

下げられたと思われる通路の深さから判断される。比

較的狭い範囲内から各部位の骨力笥出土していることは，

この個体の死後時間経過が余りなく，腐敗分解が進

んでいない状態で埋没したことを示している。

一般的には，ひ”℃msが洞穴を棲み家とすることは

極めてまれであるが， イギリスでは大量のび”℃ms

が見つかっている洞穴も多数あり，穴居性獣類として

U:"elbzezfs (ホラアナグマ）の勢力が圧倒的に強かっ

た中央ヨーロッパでもひα”加sが洞穴から数多く見

つかっている(Kurten,1968)。また，北スペインに

は冬眠中に死亡し，洞穴内でそのまま化石となってい

るひ”℃"sの例(Sutcliffe,1985) も知られている。

本標本の場合も，洞外から落ち込んだり，流れ込んだ

II産出地点の地質と産状

関東山地の北部の群馬県と埼玉県の県境に沿って流

れる神流川地域には，いわゆる秩父中・古生層が，中

生層の山中地渉帯を挟んで広く分布する。

生犬穴は，山中地溝帯に接した秩父帯の南側すなわ

ち南帯に挟在する小規模な石灰岩体（大久保・堀口，

1969）に形成された複合型の鍾乳洞である。洞口部の
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標本：脳頭蓋1，左下顎骨1，環推1，腰椎2，右

僥骨1，左大腿骨1，左脛骨1

産地：群馬県多野郡上野村大字乙父字中越沢

層準：上部更新統（花泉階？）

りしたのではなく， このような現地性の化石である可

能性もある。後述のように，本個体は高齢で歯を思っ

ていたため， －'一分な食料摂取ができず，体力をつける

ことができないまま冬眠生活に入り，厳しい冬を乗り

切れずにそのまま衰弱死した可能性もある。

化石包含層は，洞床堆種物の褐色含礫粘土層で，礫

のふるい分けが悪く，角礫質である。上部葛生層（上

部更新統）の一部に層相が似ているが，それより粘土

化力ざ進んでおらず，固結度吻抵い。一方，粘土化の進

んでいる下部葛生層（中部更新統） とは粘土層の固結

度や色調において相当な開き力醤ある。また，化石の中

には石灰分の浸透により金属音のするほど堅固になっ

ているものや，比重のかなり高くなっているものもあ

り，化石化の程度は進んでいる。また，日本のびα施加s

化石は， これまで中期更新世～後期更新世のみで知ら

れており，本州陸塊（本州，四国，九州）の完新統に

は遺骸をとどめた例はない（河村， 1982)。

以上の諸点から， この化石の年代は後期更新世それ

も花泉階あたりが想定される。

第2表頭蓋計測値

本標本 現．生

。
〒訊

最大頭頂骨長
頭蓋幅（1）

頭蓋幅（2）
頭蓋幅（3）
頭蓋福（4）
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大孔穎間切痕と卵円
孔との距難

大孔穎間切痕と下顎
窩後縁との距離
後頭頚最大幅
後頭穎頚部幅
後頭穎菅間距離
関節窩長
後頭三角幅
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IⅡ化石の記載

FamilyUrsidaeGray, 1825

GenusUkszIsLinnaeus, 1758

酌郡鱈”℃加sLinnaeus, 1758

45.0

82.0

単位：皿

B

156156

2020

③③

，

第3図頭蓋計測位置図(A:背側面、 B:腹側面、C:後面、D:右側面）
図の番号は第1表に対応する。
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所蔵：群馬県多野郡上野村教育委員会

ここで，用いた計測法は斎藤（1963）による。

A.脳頭蓋（第3図第2表）

残存しているのは，冠状縫合，下顎窩より後部の頭

蓋で，部分的に石灰華で覆われている。

背側面観：矢状縫合，冠状縫合は癒合して完全に消

失している。最大頭頂骨長(計測番号20 :100.5mm)

を基準にした場合の脳頭蓋の幅（35， 37， 38）は，そ

れぞれ112.0mm, 125.6mm, 86.9mmと大きい。外矢

状稜の前後方向の長さは, 71.2mmである。項稜は，

頭頂面へなだらかに移行し，その後縁は背側へあまり

反り返っていない。頭蓋冠に長径ｶﾇ6mmに達する栄

養孔が鱗状縫合上に一つと外矢状稜の右脇に一つある。

この他にも，小さい栄菱孔がいくつか存在する。

後面観：頭蓋骨の後面観の形状は，おおよそ鏡餅型

である。後頭三角の高さ（146, 147)はそれぞれ1234

mm, 624mmと低いｶｮ，頭蓋後部高(156)は著しく

高い。また，後頭穎最大幅(92:76.9mm),後頭順頚

部幅(93: 691mm),後頭孔最大幅(149 :38.7mm)

が大きく，頚部が頑丈なつくりをしていたことを示し

ている。乳様突起の後面は平面的である。鱗乳突縫合，

後頭乳突縫合は， まだはっきりと認められる。外後頭

隆起外後頭稜の発達はあまり良くない。

腹側面観：大孔頼管切痕一下顎窩後縁との距離

(77 :88,6mm),両後頭噸管間距離(94 463mm)は

特に大きく，関節窩長(99 :54.1mm) も大きめであ

る。舌下神経管は，右側が頴管との単一孔になってい

るが，左側では，二つに分かれていて，左願管がきわ

めて小さくなっている。側頭道は比較的外側に位置し

ていて，孔の方向も外側に開いている。蝶後頭軟骨結

合は，完全に癒合していて認めることはできない。岩

様骨も後頭骨，側頭骨それぞれの底部との癒合が進み，

かすかに縫合線が認められる程度である。鼓室胞の膨

らみは小さく，聴力はあまり良くなかったと推察され

る。後頭骨底部は鼓室胞との結合部付近で下方にめく

れていて，頬側または舌側からみると， この部分は前

方の辺が長い背の高い三角形をしている。頚静脈突起

は大きく発達している。

側面観：左側頭蓋表面では，頭蓋骨の級密質がだい

ぶ剥離している。最後に癒合するとされる側頭頬骨縫

合の癒合はまだ完了していない。外耳孔を囲む諸骨は，

側頭稜の外側縁近くまで外側に延びていて長い。また，

下顎街の外側縁は乳様突起の外側縁よりも外側へ張り

出している。右側の側頭頭頂縫合は，癒合し微隆起線

となっている。

B.左下顎骨（第3表，第4表）

第2大臼歯の歯槽骨をわずかに残して，それより近

心側の左下顎骨である。

第3表下顎骨計測値
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単位：皿

第4表下顎歯（歯槽）計測値

本標本 現 生

芋ざ’
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臼歯部の歯槽骨は，だいぶ海綿質化していて，なか

でも，左下顎第1大臼歯の近心根の舌側面は海綿質化

が著しく，径26mmほどの円形に隆起し，少し変色し

ている。この歯の頬側面には，近心根根尖部に通じる

径6.3mmの孔が開いている。この孔は，鰯触の進展ま

たは歯冠破損によって歯髄感染し， ’慢性根尖性歯周炎

を罹患して膿瘍となり，排膿のために生じた撰孔であ

ろう。Uｸ<s"s属では老獣になると,歯の損傷することは

良くあるようで，比較に用いた雄標本も，過度の咬耗

による犬歯の損傷で歯髄腔が露出し，右下顎骨犬歯根

尖部・右上顎骨犬歯根尖部が海綿質化し，かついずれ

も頬側へ開口している。

本個体では，第2小臼歯，第3小臼歯を欠き，歯槽

も存在しない。このため，長い槽間縁となっている。

この長い槽間縁は動物の死体を食べたり，捕食生活を

するものに特徴的といわれている。歯槽は切歯3本と

犬歯，第1小臼歯，第4小臼歯，第1大臼歯，第2大

臼歯のみ残存し，歯はすべて脱落している。オi､ガイ

孔は3個ある。下顎骨の近心縁は余り凸湾しないが，

前方への傾斜は強い。

C.環椎（第5表）

環椎の表面の半分以上が石灰華で覆われている。右

横突起はほとんど欠損し，左も先端部が磨耗している。

背結節の磯上がりが強く，腹結節のそれは弱い。背結

節からは稜がU字形をなして分岐し，背弓前縁まで達

している｡腹弓は,前後径が28.6mm,背腹径が10.5mm

と大きく，後縁の真中には腹結節から続く後方への小
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第5表環椎計測値 第7表大腿骨計測値

本標本 現 生 本標本 現生

O
T伊 ざ， O

十

全長
近位端最大幅
近位端最大前後径
近位関節窩長
携骨頚最小幅
僥骨頚最小前後径
骨体中央幅
骨体中央前後径

全長
横突起間幅
前関節突起間幅
後関節突起間幅
体横径
前または後椎孔最大幅
前または後椎孔高径
体全高
椎体長

１
２
３
４
５
６
７
２
３

１
１

72．0＋

131.3＋

76．2

59.4＋

71．8

35．7

40．2

50．8

29.1？

101.6 64.1

208.8 133.9

107.0 69.2

81．0 56．6

82．6 60．5

37．0 32．2

41．0 30．3

57．0 41．4

31．8 28．5

１
２
３
４
５
６
７
８

244‘41

36．21

43．8

38．8

20．2

29．6

19．6

29．2

345.0

44.0

50.0

50．4

32．8

23．2
2LO

39．1

260.2

28．2

38．7

33．2

15．2

24．6
14.8

24．4

単位：、
単位：皿

第6表僥骨計測値 第8表脛骨計測値

本標本 現生 本標本 現 生

0
千毎 ダ ¥

全長

内外側土頚間幅
内外側穎間幅
内側穎前後幅
外側頚前後福
膝蓋関節面最4幅
膝蓋関節面最大福
膝蓋関節面最大高
穎間窩最大輻
穎間窩前後径

１
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
｛
１
１
１
１
１
１

串

全長
穎間結節間幅
近位鎧最大前後径
近位靖最大幅
後頚間区幅
骨体中央前後径
骨体中央幅
遠位鎧最大幅
遠位竣最大前後径
遠位関節面長

134.4＋

91．5

88．2

79.0e

57．7

40．6

42．3
47.0

12．6

48．8

4528

98．4

97．4

87．6

70．4

48.0

49．2

56．0

18．0

60.0

352.1

73．4

66．2

61.5

52．4

37．8

34．7

39．3

12．1

41．8

１
４
ｎ
．
“
″
誼
Ｐ
ｈ
Ｕ
ｎ
ｈ
〕
ワ
ー
ｎ
Ｏ
ｎ
ｕ
Ｕ
ｎ
Ｕ
１
４

１
ｌ

316.2

11．8

82．2

86．4

52.9＋

35．3

30．9

68．2

40．3

52－9

334-6

6．9

88.2

101.2

54.0

41．0

36.0

79．8

47．2
64．1

256.6

10．5

65．6．

72．1

52．9

29．8

245

61．6

30．6

47．7

単位：皿 単位：皿

も，二次的な成因おそらく水滴などで生じたと推定さ

れる。大腿骨滑車溝の直上の骨体は，前方に脹らみ気

味である。願間窩の幅は狭く，全体に渡ってほぼ同じ

幅である。また外側願(左右径46.1mm)は内側願(同

35.2mm)よりかなり大きく，遠位端の内外側上順間幅

(10 :91.5mm)は大きい。

G･右脛骨（第8表）

部分的に綴密質が剥離し，外側穎外側面に水滴の落

下によって穿たれたと思われる径5.2mmほどの浅い

孔が開いているが，ほぼ完存している。近位端最大幅

(5 :86.4mm)は全長(1 :86.4mm)のわりに小さ

い。脛骨体は直線的である。外頴関節面を前から見る

と，凹湾ぎみである。内側穎窩力罫やや小さめである。

前穎間区から脛骨粗面にいたる部分が近位関節面前端

で，比較的深い谷状をなしている。また，内側願の前

内側への張り出しは強い。近位からみて脛骨粗面の形

状は，やや外側へ延びた半円形を呈している。膝窩切

痕は深くて， ’幅が狭く，顎間隆起が高いため， この隆

起間の渉が深くなっている。骨体部は後方で筋線が良

く発達し，前縁では，下半部に至っても稜状をなし，

骨休部前縁と骨間縁との間は，平面的である。遠位端

最大liS (9 : 68.2mm) ･遠位端最大前後径(10: 40．3

mm)は全長(1 : 86.4mm)のわりに小さい。遠位骨

さな突起がある。また，背弓後縁は，前方へ凸に湾曲

している。横突起の後内側縁のカーブはゆるく，横突

起と後関節面との間にある椎体腹側縁の溝は浅い。前

関節窩上部にある左右の関節面間の間隔は大きく，左

右の翼孔の距離は短い。前縁において，前関節嵩と横

突起との間にできるくびれは弱く，後縁部においても，

両者の間にできるくびれは深くない。

D.腰椎

第2 （？）腰椎：椎体部のほとんどと椎弓根の右前方

の一部が残存する。

第3 （？）腰椎：各突起の先端が少しずつ欠損または

磨損している他はほぼ完存する。

E.右檮骨（第6表）

遠位の約1/3を欠く。長さのわりに幅,前後径が大き

く，骨体は遠位にいくにつれて，むしろ前後径を増す。

僥骨粗面の発達は良く，僥骨粗面遠位部の骨体は'幅広

い。僥骨粗面と近位関節面までの距離が46.2mmと長

い。骨体中央部での前方への屈曲度がやや弱い。僥骨

頚付近には醤歯類のかじり痕がついている。

F.左大腿骨（第7表）

大腿骨の遠位部破片が残存する。大腿骨滑車の内側

稜の直ぐ内側に15×10mmの浅い孔があり，内側類後

方の内側面にも12×9mmの同様の孔がある。両者と
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脛骨は，脛骨体が直線的であるのに対し，現生雌標

本ではやや内側に凸湾する。近位から見た脛骨粗面の

形状は，少し外側に延びた半円形をしているが，現生

雌標本では丸みをもった台形をなしている。現生雄・

雌標本のいずれより，全長（1）に対する願間結節間

幅（3），近位端最大幅（5），骨体中央前後径（7），

骨体中央IIW(8),遠位端最大幅(9)が小さ<,細め

の脛骨を有していたことを示している。

端部は後側の膨らみが全体的に強く，骨休部への移行

部の後側面外側より小結節（後脛腓靭帯の付着面の結

節が比較的良く発達）があり，内果溝が深くなってい

る。内果溝を縁取る前後両側の稜は，約52mm近位の

方へ延びたところで合し，そこで，内果溝は終わって

一つの稜となっている。遠位骨端の前面は，三角形状

に浅く窪む。

H.左脛骨

近位に近い所で， 2個に分離している。形態は右側

とほぼ同じである。 V考察

A.種の同定

1)Gordon(1977)は51個体のひα”勿sと77個体の

[〃s"s""ze"""zfs (アメリカクロクマ）の現生標本を

用い，両者を区別する方法を編み出した。その一つに

下顎第1大臼歯の近遠心径を目安にする方法があり，

これを用いると100%の成功率で判別が可能である｡す

なわち下顎第1大臼歯の歯冠近遠心径が204mmを越

えればu"℃加sで' 20.4mmに満たなければα

""C""""sである。 日本に生息するクマ科の2種ひ

α”"sと艶ﾉe""℃加s""9如犯z鱈（ツキノワグマ）につ

いては， このような計測値を用いて両者を区別する方

法力ざ今のところ知られていないため,Gordon(1977)

の方法を応用してみる。本標本の下顎第1大臼歯の近

遠心径は歯槽径で23.1mmである。Ursidae(クマ科）

の下顎第1大臼歯において歯冠径が歯槽径を下回るこ

とは一般的にはないことなので，本標本はひα沌加s

の範囲内にあると見てさしつかえない。

2）ひα”加sでは成獣になると下顎の第2小臼歯およ

び第3小臼歯を欠いているのが一般的である

(Stroganov,1969)が, S: オ"69雌""sでは，植立し

ている場合力欝多い。本標本では第2小臼歯，第3小臼

歯を欠いている。

3）全体的に骨のサイズがa""e"""sよりもはるか

に大きい。

4)Gilbert (1990)によれば，α”℃jOSでは大腿骨

の外側順の左右径が内側願のそれに比べて著しく大き

い。本標本もこの点で，ひα沌加sの特徴に一致する。

5) Uks"s"2""sはヨーロッパに固有なものでアジ

アには存在しない(Kurten, 1968)。した力：って本標

本がひ妙g"g〃sである可能性は考えられない。

以上5つの根拠から，本標本はひ”℃加sとみなさ

れる。

B.性別の判定

米田･阿部（1976）によれば, Uｼくs"sα〃加SyeSOg"SZS

の性別の判定は犬歯の長径・短径を基準にして可能で

ある。すなわち，長径･短径がそれぞれ217, 136mm

以上であれば雄, 216, 13.5mm以下であれば雌とす

るものである。本標本では，歯槽長径が23.6mm,短径

Ⅳ、比較

本研究で比較に用いたuα'℃加s標本のうち，雄は，

大沢進氏の保管する飼育下にあった老獣で，雌は，

頭蓋が国立科学博物館NSN-M1912標本，四肢骨が

NSM-M14320標本である。

最大頭頂骨長（20）に対する脳頭蓋の幅（35, 38,

39）は，現生比較標本の雄・雌いずれよりも大きく，

本標本の最大の特徴となっている。外矢状稜は，長さ

が71.2mmで,現生雄標本の150.0mmにははるかに及

ばず，高さや幅も大きく下回る力曾，現生雌標本のそれ

よりは高くて幅広い。最大後頭骨長（20）に対する後

頭三角の高さ（146, 147）は，現生標本の雄・雌いず

れより小さいが，雌のみと比べると，本標本は後頭穎

最大幅(92)，後頭頼頚部||囑(93)，後頭孔最大幅(149）

が特に大きく，頚部が頑丈にできていたことを示して

いる。乳様突起の発達は現生雌標本よりは幾分良好で

あるが，現生雄標本には大部劣る。環椎では，背結節

の盛り上がりが現生雌標本より強く，腹結節のそれは

比較的弱い。背弓後縁は，現生雌標本では直線的であ

るのに対し，本標本では前方へ凸湾している。前縁に

おいて，前関節溌と横突起との間にできる括れは現生

のものほど強くなく，後縁部においても両者の間にで

きるくびれは深くない。

本標本では，各肢骨に共通して現生雄・雌標本のよ

うに骨体から近位・遠位両骨端部にかけて急激に太く

なることばなく，徐々に径を増していくという特徴が

ある。

僥骨は，ほっそりとしている現生雌標本と異なり，

太めである。僥骨粗面と近位関節面間の距離が現生雌

標本のように近く (35.0mm)なく, 46.2mmと離れて

いる。現生雌標本より，僥骨粗而の発達ははるかに良

く，骨体中央部における骨体の前方への屈曲度は弱い。

大腿骨も，ずんぐりした観があり，特に遠位骨端の

左右幅力ざ大きいのが目立つ。しかし，願間街は小さく，

特にその最大幅(17)力曾小さい。滑車瀧の近位部の骨

体は現生雌標本ではいくぶん凹み気味であるが，多少

膨らんでいる。
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が15.1+mmである。この値をこの判定基準に照らす

と雄になる。また,米田･阿部(1976)は，uαbyeSOg"S2S

の性別のはっきりしているものとして頭蓋基底全長，

乳様突起幅，頭蓋高を上げ，雌雄それぞれの計測値を

記している｡本標本では乳様突起幅が164.0mmで1MfM

の中間に入り，頭蓋高が104.2mmで雄の範囲に入る。

しかし，本標本は，①外矢状稜が長さ71.2mmで，老

獣にありながら発達力極めて良くない。②項稜の隆起

がさほど強くなく，あまり強く後方へオーバーハング

していない，③外後頭隆起の発達が顕著でない，④乳

様突起の発達はさほどでない，などの特徴があり，雄

とすると矛盾が大きい。

uα沌功sはヨーロッパでは間氷期にはいつでも身

体が小さくなり，気候が寒くなるにつれて再び大きく

なって，後氷期には倭小化している(Kurten; 1968)。

このようなことは，ひとりヨーロッパのみに起こった

現象とは考えられず，後氷期のひα. yeSOg"S応が氷

期の日本各地に生息していたひα"#OSにより，小型

化していることをも意味していると見ることができる。

野尻湖産の寛骨（野尻湖発掘調査団， 1975）が大型な

のはこのことの反映と思われる。またU: (z.yesoc"siS

は，現生の世界各地のびα?℃j0sに比べ，小型である

という事実も指摘されている（末永， 1972)。

以上のことを総合すると，本標本が，犬歯の計測値

および頭蓋高ではひα.yesog"sisの雄の範囲に入り，

非計測的形態では雌的特徴を多分に有しているのは，

本標本が雌でありながらも，氷期に生息した大型の個

体であるため，現生のびα. yesoc"sisの性別判定基

準が当てはまらないのであろう， と解釈される。

C.年齢推定

Zavatsky(1976)によれば, [/kszfs"℃わsは，雌で

は，蝶後頭軟骨結合が8～9歳で結合するが， まだ結

合線の位置ははっきり認めることができる。また，

15～18歳になると側頭頬骨縫合，下顎間軟骨結合は閉

じる。本標本では，側頭頬骨縫合，下顎間軟骨結合は

まだ癒合してなく，冠状縫合，蝶後頭軟骨結合は癒合

していて， しかもその位置が不明瞭になっている。こ

れらのことから，本標本の年齢は13～14歳程度力訂推定

される。

ほっそりしている。
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Ⅵ結論

本標本は，雌の老獣のU滝z心α7℃わsである。雌であ

りながら，大きさが現生のひα. yeSOg7ZSだの雄の範

囲に入っているのは，後氷期の温暖化でひ”℃加sが

倭小化したことによる， と考えられる。

ひα7℃加sの現生比較標本と比べた特徴は,脳頭蓋が
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要
】
日

群馬県上野村の生犬穴で産出した後期更新世のUis"s"℃加s (ヒグマ）について記載した．標本は，脳頭蓋の

後半部，左下顎骨片，椎骨3，肢骨4である．

uα7℃j0sの現生比較標本に比べ，この化石標本は脳頭蓋が幅広くて高く， さらに太くて頑丈な後頭頼を持ち，

脛骨は全体としてほっそりしている． また，次の特徴から，雌の老獣と考えられる． 1）外矢状稜が71.2mmし

かない， 2）項稜が強く後方へオーバーハングしていない， 3）外後頭稜の発達が弱い， 4）乳様突起の発達が

顕著でない， 5）頬骨縫合，下顎間軟骨結合を除き縫合線は癒合している．

左下顎第1大臼歯の近心舌側根尖部の下顎骨舌側表面には径26mmの多孔質の円形膨隆部があり，同部の頬側

には径6.3mmの瘻孔が開いている．これは，繍歯または歯冠破損によって歯髄感染し，慢性膿瘍を罹患したこと

によると思われ，岨11侭不十分による栄養失調で死亡した可能性も考えられる．

Abstract

ALatePleistocenebrownbear(Uis"s"で加s)foundincavedepositatOinuanacave,Ueno-mura,Tano-

gun,GunmaPrefecture.Thespecimensareposteriorhalfofthebraincase,aleftmandibularfragments,

threevertebrae,andfourlimbbones

Comparedwithrecentbrownbearsku11s, thefossilhasabroadandhighbraincaseaswellaslarge

andmassiveoccipitalcondyles.

Thefossilwasconsideredtobesenilefemaleonthebasisofthefollowingcharacteristics;1) littlemarked

sagittalcrest (71.2mminlength),2)lambdoidalcrestnotsostronglyoverhangsposteriorly,3)occipital

crestfeeblymarked, 4)mastoidprocessnotwelldeveloped, 5)allskullsuturesfusedcompletelyexcept

forthezygomaticsutureandmandibularsynchondrosis.

Onthelingualsurfaceoftheleftmandibular, thereisaporousswellingincircularformatthemesio-

lingualrootapexofM, , andonbuccalsurfaceatthemesio-buccalrootapexofM, , asmallfistulous

opening (63mmindiameter) isopening.Thebearprobablydiedfrommalnutritiononaccountof
insufficientmastication.
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図版説明

第1図版

1～4 ：脳頭蓋

1 ：背側面2

5～6 ：左下顎骨

腹側面3 ：後面 4 右側面5 ：外側面6 ：内側面
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第1I図版

1 ：環椎背側面 2 ：同腹側面3 ：第2？腰椎前面4 ；同後面5 ：第3？腰椎前面 6 ；同

後面7 ：右僥骨前外側而8 ；同後内側而9 ；左大腿骨前面1() ：同後面11 ：右脛骨前面

12：同後面
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